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町　長

通告順

通告者

1

仲江  孝丸

2 万国博覧会への対応

町としての関わり

教育旅行の問題点

日本遺産の取組み

世界ジオパークの国内推薦に関して

食文化の継承

質問の相手質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

3 マイナンバーカードとマイナ保険証の対応

通告者 北地  稔

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手

カードの普及と更新時期

漁業権とは

4 漁業権について

古式捕鯨の歴史

近代捕鯨の歴史

1 捕鯨の歴史と文化の継承

通告順 2

町　長

教育長

マイナ保険証の問題点

孤立による断水対策について

災害時のドローン活用について

備蓄食糧計画について

高齢者障がい者等用便房（バリアフリートイレ）の現状と整備

働き方関連法に基づく影響について

漁港施設

救急搬送時のマイナ保険証活用

健康保険証廃止の弊害

ウナギの漁業権

利用者に快適で清潔な環境を提供する対策について

古座川漁協の区画地域は

計画について

町内における現在の設置数及び維持管理状況について

2

3

すさみ串本道路の進捗状況について

医師の働き方改革による救急収容体制への影響について

当町が進めている建設事業への影響について

公衆トイレの現状と対策について

町　長

町　長

病院事業
管理者

町　長

1 能登半島地震を教訓に南海トラフ地震への備えについて
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(1)

質問の相手

特定議員への2件目の個人情報漏洩について、町はたった1回

は原因究明や再発防止をしなくて良いのか。

2 防災について

1 火葬場建設について

・ 遺体への対応準備

・ 今後の発展性

・ 公園、避難場所に隣接

していたが、その試算は間違っていることが明らかになった。

ないのか。

実際は共同運営した方が遥かに安い。なぜ建設計画を見直さ

・

個人情報等漏洩について

4 町長の政治姿勢について

3

どのような調査をしたのか。

他の町民の個人情報も大量に漏洩している可能性が高い。町

町民への説明が足りないという声がよく聞かれる。主権者は

町民であるという原点を忘れてはいけない。

・ 古座川町優先で火葬されるとの主張について

町　長
木造住宅耐震化について

町民からの要望を待つだけでは足りない。町が主導した防災

古座川町火葬場との共同運営を断った理由の矛盾点について

近い将来の人口激減を考慮した火葬行政を

大災害時のシミュレーションはできているのか

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

火葬場建設予定地の適否について

通告順 3

通告者 清水  健太郎

・ 町は、町単独で建設した方が、共同運営より安くなると試算

ば良いだけでは）

を講じてきたか。

・ 津波発生時の国道42号線の安全性について、どのような対策

串本地区の区長から要望があった稲村亭裏の避難路整備の経過

議員に聞き取りを行っただけで、漏洩経路不明と結論付けた。

・ 黒潮町は年百数十件、10年で1400件の耐震改修、串本町は

10年で20件である。この差の原因は。

・ 今後、耐震改修の件数を黒潮町並みに増やすとして財源は。

対策を

道の復旧の優先順位（火葬場への道が寸断しても、復旧すれ
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質問の相手

3

胸像の移設

後世に残すための一環として町内の小中学校図書室にトルコ

町内学校向けの副読本のようなものは

2 和太鼓の復活

1 トルコ共和国と串本町の友好について

4 防犯器具の設置

現在の運用はどのように進んでいるのか

通告順 5

④ 補助金の活用状況等

②

4

通告者 五十川  清紀

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

購入は何課で

功績のあった先人の胸像を現在の場所からサンゴ台へ

3

空き家対策等取組みについて

空き家が増えている、現在の町の状況はどうか

2

通告順

共和国と串本町に関する書物は

質問の相手

通告者 沼谷  美次

最初の目的と趣旨は

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

国の政策の見通しはどうか

③

町　長

町　長

教育長

町　長

町としてできることは

④ 介護職員不足対策の町の取組みは

⑤ 県はどのような取組みをしているのか

⑥ 介護施設等へのサポート支援等

① 近年介護職の賃金推移はどうなっているのか

完成時期

空き家の活用状況

③ 危険家屋件数及び対応

1 串本ＩＣ（仮称）周辺地域活性化施設等整備の進捗状況について

介護職員の給与のアップ及び介護事業者のサポート等について

高齢化が進む中、介護人材が不足状況等

① 全体の構想等

② 契約状況

③

現在の防犯器具の追加について

① 現在の空き家件数等

②
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町　長

通告者 橋爪  和雄

過去5年間の婚活事業内容と成婚実績は

県との連携、民間事業者、メディアの活用について

1 町の人口減少に伴う婚活事業について

世話人の募集、育成について

人口戦略会議において消滅可能自治体と示された執行部の

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

6

鳥獣対策について

町　長

質問の相手

質問の相手

1 農林水産業の取組みについて

取組状況について

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

3 町づくり茶話会について

港の整備について

2 森林環境譲与税の取組状況について

給食米について

通告者 吉村  聡一郎

通告順

早急なペーパーレス化、タブレットの活用について

デジタル田園都市国家構想の活用について

役場ＨＰの各課対応の現状について

デジタル専門職の育成、専門課の設置について

2 役場のデジタル化について

通告順

申込状況について

職員の帯同について

見解について

7



(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(3)

(4) 　

(5)

(1)

(1)

(2)

(3)

2 危機管理対策　能登震災に学ぶ

災害関連死対策

えたリサーチ政策に）

質問の相手

通告順

消滅可能性自治体紀南地方ワーストワン（県内5番）現状と

先を見た政策・子育て格差是正・子供達への投資にシフト

チェンジを

住みやすい田舎への政策・優先順位（場当たりから先を見据

自主防災組織の強化（救出・火災対策等）

消防団員の地震被害等の対応（火災に特化しない、倒壊家屋

3 防犯対策

ネット詐欺・強盗等から町民を守る

串本町の教育環境（子育て格差バトル）

狙われる地方対策の必要性

・ 医療体制(ハートアタック・ブレインアタック）

1 住みたい田舎へ　住民ファースト　ワーストワンから脱却

健康寿命ワーストワン

8

通告者 水口  崇

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

町　長

町　長

教育長串本町の英語力・ＩＣＴ力

・ 「循環器病に係る対策に関する基本法」

・ 循環器病対策推進基本計画

・ 資機材の強化（初期消火活動用資機材の自主防への貸与等）

・ 助成事業等の積極活用

・ モデル地域の設置（資機材の充実・訓練・自警団・ボラン

ティア及び展示会参加・視察）

からの救出訓練等）

孤立化対策

敏速な復興対策

4 教育現場

子供の授業理解度

町　長

病院事業
管理者
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町　長

災害発生時の孤立集落対策について

避難所におけるトイレ対策について

災害用井戸の整備について

要支援者に対する避難行動支援について

国道の越波対策の現況について

通告順 9

通告者 長脊  守

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨

1 災害に強い町づくりについて

質問の相手


